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大
宮
公
園
は
大
宮
駅
か
ら
東
に
位
置
し
、 

埼
玉
県
で
一
番
利
用
者
の
多

い
県
営
公
園
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
公
園
に
面
し
、
四

季
折
々
の
豊
か
な
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
、
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
中
学
校
。

 

″
た
し
か
な
学
力
〟″
ゆ
た
か
な
心
情
〟″
た
く
ま
し
い
身
体
〟
を
教
育
方

針
に
掲
げ
、
人
間
性
豊
か
な
実
践
力
の
あ
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い

る
。
現
在
、
１
ク
ラ
ス
32
〜
36
名
、
全
校
生
徒
338
名
が
勉
学
・
部
活
動
に

励
ん
で
い
る
。

　

大
宮
北
中
学
校
で
は
、
本
年
度
よ
り
、
剣
道
に
加
え
て
少
林
寺
拳
法
の

武
道
授
業
を
実
施
し
た
。
今
回
、
同
校
を
訪
ね
、
少
林
寺
拳
法
授
業
を
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
取
材
を
踏
ま
え
、
同
校
の
剣
道
と
少
林
寺
拳
法
の
授
業
実
践
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。

複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
⑥
（
剣
道
・
少
林
寺
拳
法
）

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
中
学
校
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１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に

○
○

授
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少
林
寺
拳
法
授
業
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昨
年
度
ま
で
、
武
道
授
業
に
つ
い
て

は
、
剣
道
を
年
間
12
時
間
実
施
し
て
い

た
大
宮
北
中
学
校
。
し
か
し
、
剣
道
場

は
狭
く
、剣
道
具
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。

１
ク
ラ
ス
32
名
〜
36
名
で
あ
る
同
校
で

は
、
１
回
の
授
業
で
、
ク
ラ
ス
全
員
が

一
度
に
剣
道
具
を
着
脱
す
る
こ
と
は
難

し
か
っ
た
。
柔
道
場
も
あ
る
に
は
あ
る

が
使
え
る
状
態
で
は
な
い
た
め
、
柔
道

授
業
も
不
可
能
で
あ
る
。
担
当
保
健
体

れ
た
の
は
、
少
林
寺
拳
法
授
業
の
導
入

を
快
諾
し
て
く
れ
た
荻
田
校
長
で
あ
っ

た
。
書
の
心
得
が
あ
る
校
長
は
「
礼
」

と
少
林
寺
拳
法
の
教
え
で
あ
る
「
拳け
ん

禅ぜ
ん

一い
ち

如に
ょ（

身
体
と
心
を
と
も
に
高
め
る
）」

「
力り
き

愛あ
い

不ふ

二に

（
力
と
愛
の
調
和
を
考
え

て
行
動
す
る
）」
を
揮き

毫ご
う

。
そ
の
書
を

体
育
館
演
壇
に
掲
げ
、
体
育
館
を
道
場

と
見
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

少
林
寺
拳
法
連
盟
よ
り
、
外
部
指
導

者
と
し
て
中
島
正
樹
氏
、
村
瀬
晃
啓
氏

が
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
、
来
年
度
以
降

の
外
部
指
導
者
と
し
て
の
引
き
継
ぎ
を

兼
ね
、
地
元
埼
玉
県
少
林
寺
拳
法
連
盟

よ
り
、
小
宮
山
宣
司
副
理
事
長
、
佐
藤

雄
一
氏
も
参
加
。
少
林
寺
拳
法
授
業
が

同
校
に
お
い
て
根
付
く
よ
う
、
連
盟
か

ら
特
段
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
。

　

実
際
の
授
業
は
、
授
業
者
は
芹
澤
教

諭
と
保
健
体
育
科
教
員
１
名
が
行
い
、

中
島
氏
、
も
し
く
は
村
瀬
氏
が
少
林
寺

拳
法
の
指
導
、
小
宮
山
氏
、
佐
藤
氏
が

サ
ポ
ー
ト
を
し
、
計
６
名
で
全
学
年
同

様
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

教
員
が
授
業
全
体
の
進
行
を
行
い
、

外
部
指
導
者
が
主
と
し
て
専
門
的
な
指

導
を
実
施
、
連
携
の
と
れ
た
授
業
と
な

育
科
教
員
で
あ
る
芹
澤
一
子
教
諭
は

「
場
所
が
な
い
、
用
具
が
な
い
、
お
金

が
な
い
」状
況
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
武
道
授
業
は
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
大
き
な
ケ

ガ
の
心
配
が
な
く
実
施
で
き
る
武
道
が

他
に
な
い
の
か
と
思
案
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
折
、
日
本
武
道
館
と
少
林
寺

拳
法
連
盟
が
主
催
す
る
全
国
少
林
寺
拳

法
指
導
者
研
修
会
の
募
集
案
内
が
目
に

止
ま
っ
た
。
自
身
は
野
球
・
ダ
ン
ス
の

専
門
家
で
あ
り
、
武
道
と
し
て
は
柔

道
、
空
手
道
、
弓
道
の
初
段
を
持
っ
て

い
る
が
、
少
林
寺
拳
法
は
未
経
験
で
あ

っ
た
。
日
本
武
道
館
事
務
局
の
後
押
し

っ
た
。

　

１
回
目
の
授
業
で
は
少
林
寺
拳
法

を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、「
拳
禅

一
如
」「
力
愛
不
二
」
の
少
林
寺
拳
法

精
神
の
説
明
、
礼
法
・
合
掌
礼
の
や
り

方
、
結
手
の
や
り
方
・
座
り
方
・
立
ち

方
、
開
足
中
段
構
え
、
上
段
突
き
、
中

段
蹴
り
を
主
に
指
導
。

　

取
材
に
訪
ね
た
２
回
目
の
授
業
で

は
、
１
人
で
行
う
動
作
と
し
て
の
少
林

寺
拳
法
の
形
を
指
導
。
中
島
氏
か
ら
は

「
大
切
な
こ
と
は
技
の
指
導
な
し
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」、
そ
の
た

め
に
は
、
①
正
し
く
動
く
こ
と
、
②
相

手
と
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
こ
と
、

③
小
手
先
の
動
き
に
な
ら
な
い
よ
う
に

腰
か
ら
動
く
よ
う
に
す
る
こ
と
、
の
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
述
べ
ら
れ
た
。
生
徒

た
ち
は
相
手
の
動
き
に
合
わ
せ
、
気
合

い
を
入
れ
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
動

作
を
行
っ
て
い
た
。

　

授
業
の
中
盤
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
に

分
れ
、
反
復
練
習
と
な
っ
た
。
中
島
氏

か
ら
は
、
①
グ
ル
ー
プ
で
は
輪
に
な
ら

ず
列
を
つ
く
っ
て
行
う
こ
と
、
②
号
令

と
動
作
が
同
時
に
な
ら
な
い
よ
う
、
号

令
の
後
に
動
く
こ
と
、
と
の
助
言
が
加

え
ら
れ
た
。
生
徒
た
ち
か
ら
は
笑
み
も

も
あ
り
、参
加
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　

平
成
27
年
９
月
20
日
か
ら
22
日
ま
で

千
葉
県
勝
浦
市
の
日
本
武
道
館
研
修
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
た
同
研
修
会
を
受

講
。
中
島
正
樹
中
学
校
武
道
必
修
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
少
林
寺
拳
法
連
盟
を
代
表
す
る

講
師
陣
の
指
導
を
受
け
、
保
健
体
育
科

教
員
用
の
基
本
技
、
剛
法
、
柔
法
を
学

ん
だ
。
研
修
会
3
日
目
の
最
終
日
、
演

武
の
発
表
を
行
っ
た
。
わ
ず
か
3
日
間

で
自
身
が
そ
れ
な
り
の
発
表
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
少
林
寺
拳
法
授
業

を
実
施
し
た
場
合
、
連
盟
か
ら
外
部
指

導
者
派
遣
の
内
諾
を
得
た
こ
と
、
そ
し

て
な
に
よ
り
少
林
寺
拳
法
に
は
生
徒
に

と
っ
て
必
要
な″
生
き
る
力
〟″
人
を
思

い
や
る
力
〟
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
以
上
の
こ
と
か
ら
武
道
授
業
で

の
少
林
寺
拳
法
導
入
を
決
意
し
た
。

　

後
日
、
芹
澤
教
諭
は
、
勤
務
す
る
大

宮
北
中
学
校
荻
田
哲
男
校
長
よ
り
、
同

校
で
の
生
徒
全
員
へ
の
少
林
寺
拳
法
授

業
実
施
の
賛
同
を
得
た
。

　

平
成
27
年
度
に
つ
い
て
は
、
剣
道
授

業
を
８
時
間
、
少
林
寺
拳
法
授
業
を
４

時
間
、
計
12
時
間
程
度
の
武
道
授
業
を

行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。
実
施
期
間
は

剣
道
・
少
林
寺
拳
法
と
も
に
１
月
下
旬

〜
２
月
上
旬
に
か
け
て
行
う
こ
と
と

し
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
同
時

進
行
で
実
施
す
る
こ
と
が
着
々
と
決
定

し
て
い
っ
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に

○
○

授
業
実
践

少
林
寺
拳
法
授
業
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▽
少
林
寺
拳
法

　

連
盟
か
ら
の
外
部
指
導
者
派
遣
日
数

は
3
日
間
の
み
と
な
っ
た
た
め
、
3
日

間
で
全
生
徒
が
授
業
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
3
ク
ラ
ス
混
合
の
合
同

授
業
と
し
て
実
施
。
生
徒
は
ク
ラ
ス
ご

と
に
色
違
い
の
ハ
チ
マ
キ
を
し
、
体
操

着
、
素
足
で
授
業
に
臨
ん
だ
。
当
初
、

武
道
場
（
剣
道
場
）
で
の
実
施
を
考
え

て
い
た
が
、
合
同
授
業
と
な
る
た
め
、

武
道
場
で
は
十
分
な
広
さ
を
確
保
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
あ
る
程
度
の
広
さ
が

あ
る
体
育
館
で
の
実
施
を
考
え
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
礼
の
指
導
に
重
点

を
お
く
武
道
授
業
を
行
う
の
に
、
果
た

し
て
体
育
館
で
礼
の
効
果
的
な
指
導
が

行
え
る
の
か
、
芹
澤
教
諭
は
疑
問
を
感

じ
て
い
た
。
そ
の
課
題
を
解
決
し
て
く



106107 月刊「武道」　2016．4 2016．4　月刊「武道」

シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて糅

こ
ぼ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
る

様
子
で
あ
っ
た
。
授
業
の
最
後
で
中
島

氏
よ
り
「
ど
う
か
武
道
の
深
い
部
分
を

感
じ
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
授

業
は
終
了
と
な
っ
た
（
中
島
氏
は
２
日

目
ま
で
の
指
導
と
な
っ
た
）。

　

3
回
目
の
授
業
で
は
、
２
回
目
の
授

業
の
復
習
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
形
の

発
表
会
と
な
っ
た
。

　

授
業
終
了
後
に
は
毎
回
、
個
人
学
習

カ
ー
ド
と
と
も
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を

生
徒
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
。
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
中
島
氏
作
成
の
も
の

で
、
生
徒
の
習
熟
度
を
測
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
質
問
か
ら
な
っ
て
お
り
、

指
導
者
は
生
徒
個
々
の
動
き
に
応
じ
た

指
導
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。

　

以
下
は
生
徒
た
ち
の
感
想
で
あ
る
。

○
生
徒
の
感
想
（
少
林
寺
拳
法
）

「
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
に
な
っ
た
気
分
で

黙
想
や
ケ
リ
や
パ
ン
チ
、
防
御
を
行
え

た
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
気
が
し
た
の
で
よ
か
っ
た
。

ま
た
人
を
傷
つ
け
る
為
の
技
術
で
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
武
道

の
美
し
さ
が
分
か
っ
た
」（
３
年
女
子
）

「
僕
は
空
手
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
少

林
寺
拳
法
を
や
っ
た
こ
と
で
２
つ
の
武

道
の
似
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
違
う
と
こ

ろ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
面

白
か
っ
た
で
す
。
空
手
で
は
、
突
き
は

腰
を
使
い
身
体
を
振
ら
ず
に
突
き
ま
す

が
、
少
林
寺
拳
法
で
は
、
身
体
を
使
っ

て
突
く
こ
と
に
大
き
な
違
い
を
発
見
し

ま
し
た
。
武
道
は
ど
の
武
道
で
も
共
通

点
が
あ
る
の
で
少
林
寺
拳
法
は
楽
し
く

で
き
ま
し
た
」（
３
年
男
子
）

▽
剣
道

　

学
年
ご
と
の
授
業
を
体
育
館
で
、
剣

道
部
顧
問
と
剣
道
部
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
体
操
着
の
上
か
ら
防
具
を
着
脱

し
、
実
施
し
た
。

　

第
１
学
年
で
は
剣
道
具
の
付
け
方
と

ま
と
め
方
、
礼
法
、
面
、
小
手
、
胴
の

打
ち
方
と
受
け
方
な
ど
の
基
本
動
作
。

第
２
学
年
で
は
、
第
１
学
年
の
復
習
に

加
え
、
応
用
動
作
と
し
て
つ
ば
ぜ
り
合

い
か
ら
の
引
き
面
、
つ
ば
ぜ
り
合
い
か

ら
の
引
き
胴
な
ど
、
自
由
稽
古
に
よ
る

攻
防
を
展
開
し
た
。
第
３
学
年
で
は
、

第
１
・
２
学
年
の
復
習
に
加
え
、
応
用

動
作
と
し
て
、
出
ば
な
面
、
小
手
抜
き

面
、
面
抜
き
胴
を
行
い
、
最
後
に
習
熟

技
に
よ
る
判
定
試
合
を
行
っ
た
。

　

以
下
は
生
徒
た
ち
の
感
想
で
あ
る
。

○
生
徒
の
感
想
（
剣
道
）

「
少
林
寺
拳
法
に
次
い
で
剣
道
と
、
２

回
連
続
で
武
道
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
年
、
剣
道
を
や
っ
て
、
相
手
を

思
い
や
っ
た
り
、
感
謝
し
た
り
す
る
こ

と
は
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
基
本

に
な
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の

経
験
を
自
分
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」（
３
年
女
子
）

「
今
回
の
授
業
で
、
相
手
を
大
切
に
思

う
こ
と
や
武
道
の
心
構
え
や
礼
儀
が
身

に
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
こ

と
を
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私
は

ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で
す
が
、
武
道
の
授

業
を
通
し
て
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
教
わ
っ
た
礼
儀

作
法
、
剣
道
の
竹
刀
で
打
つ
経
験
は
ど

こ
で
も
学
べ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

大
切
に
し
た
い
で
す
」（
３
年
女
子
）

「
改
め
て
面
・
胴
・
小
手
の
打
ち
方
を

基
本
か
ら
や
り
、
一
段
と
う
ま
く
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
剣
道
を
や
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
北
中
の
体
育
で
や
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
自
信
を
持
っ
て
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
少

林
寺
拳
法
と
同
様
に
集
中
力
の
高
め
方

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
自
分
も
野
球
の

試
合
前
に
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
３
年
男
子
）

１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に

○
○

授
業
実
践

少
林
寺
拳
法
授
業

　
　
実
践
の
経
緯

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

　

芹
澤
教
諭
か
ら
、
い
く
つ
か
の
所
感

と
課
題
が
寄
せ
ら
れ
た
。

⑴
少
林
寺
拳
法
は
専
門
性
が
高
い
た

め
、
学
校
授
業
に
反
映
す
る
の
は
難
し

い
。
指
導
は
外
部
指
導
者
が
主
と
は
な

る
が
、
授
業
進
行
は
教
員
が
行
わ
な
け

れ
ば
、
生
徒
は
本
気
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
教
員
も
道
着
を
き
て
実
施
し

た
。

⑵
武
道
授
業
な
ら
武
道
の
雰
囲
気
を
出

す
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
今

回
、
荻
田
校
長
に
書
を
揮
毫
い
た
だ

き
、
体
育
館
演
壇
に
掲
げ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

⑶
本
校
で
は
ダ
ン
ス
の
授
業
も
十
分
な

少林寺拳法①　指導を行う芹澤教諭

少林寺拳法②　中島氏（左）が全体進行を行った

剣道①　空間打突による基本動作

剣道②　２人１組による面の練習

少林寺拳法③　演壇に掲げた「拳禅一如」と「力愛不二」

少林寺拳法④　生徒たちによる形発表

剣道③　剣道具の付け方を互いに確認

剣道④　剣道具を着けて攻防を展開
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時
間
を
か
け
て
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
生
徒
は
「
観
て
動
く
」
こ
と
が
得

意
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
も
少
林
寺
拳
法

授
業
に
よ
い
影
響
を
与
え
た
と
思
う
。

　

ま
た
模
範
演
武
の
“
か
っ
こ
よ
さ
〟

も
生
徒
た
ち
の
動
機
付
け
に
な
っ
た
と

思
う
。

⑷
剣
道
と
少
林
寺
拳
法
の
２
種
目
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
生
徒
た
ち
は
１
種
目

で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
に
も
気
づ
く
可

能
性
も
あ
り
、
幅
が
広
が
る
。
武
道
を

多
角
的
に
行
え
る
こ
と
で
授
業
に
厚
み

が
増
し
、
大
変
意
義
を
感
じ
る
。

⑸
し
か
し
、
１
年
生
の
授
業
で
は″
頭

が
こ
ん
が
ら
が
る
〟
と
の
生
徒
の
声
も

あ
が
っ
て
い
る
。
剣
道
の
座
り
方
は
左さ

座ざ

右う

起き

、
少
林
寺
拳
法
と
は
真
逆
で
あ

る
た
め
、
少
林
寺
拳
法
の
授
業
に
な
る

と
生
徒
は
一
瞬
戸
惑
っ
て
し
ま
う
。
礼

の
所
作
に
つ
い
て
は
武
道
ご
と
に
異
な

る
た
め
、
同
時
進
行
で
複
数
種
目
を

実
践
し
た
場
合
は
課
題
が
残
る
。
来
年

度
以
降
は
期
間
を
あ
け
て
実
施
す
る
な

ど
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

⑹
ま
た
、
授
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

教
員
に
よ
る
技
能
の
確
認
と
学
習
カ
ー

ド
で
思
考
・
意
欲
・
判
断
な
ど
の
項
目

を
参
考
に
総
合
的
に
判
断
す
る
と
付
け

加
え
ら
れ
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６成
果
と
課
題

最
後
に

○
○

授
業
実
践

少
林
寺
拳
法
授
業

　
　
実
践
の
経
緯

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

　

最
後
に
芹
澤
教
諭
よ
り
、
次
の
よ
う

な
28
年
度
の
大
官
北
中
学
校
に
お
け
る

武
道
授
業
の
展
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
例
年
本
校
で
は
剣
道
の
み
12
時
間
の

計
画
で
指
導
を
行
っ
て
い
た
が
、
本
年

度
少
林
寺
拳
法
を
４
時
間
取
り
入
れ

た
。
指
導
内
容
は
礼
法
、
天
地
拳
第
一

系
な
ど
を
学
習
し
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
グ
ル
ー
プ
内
で
の
練
習
、
全
体
で
の

発
表
と
い
う
形
式
で
授
業
を
展
開
し

た
。
今
回
、
指
導
者
と
体
育
教
師
と
が

チ
ー
ム
と
し
て
授
業
を
展
開
で
き
た
の

で
、
生
徒
か
ら
も
と
て
も
楽
し
く
、
ま

た
武
道
と
し
て
少
林
寺
拳
法
・
剣
道
を

学
習
で
き
て
よ
か
っ
た
と
い
う
感
想
が

多
か
っ
た
。
来
年
度
は
剣
道
７
時
間
、

少
林
寺
拳
法
５
時
間
で
両
方
を
習
得
す

る
授
業
展
開
を
考
え
て
い
き
た
い
」

（
取
材
・
文
＝
本
誌
・
長
澤
克
成
）

保健体育　少林寺拳法　単元計画

Ⅱ習学Ⅰ習学

オリエンテーション ・集合・整列・挨拶・ねらいの確認
１　少林寺拳法の文化・特性を知る
２　ねらい、目標を知る 基本動作① 基本動作②

系一第拳地天・方り蹴と方き突・ドーカ習学３
　（学習の仕方を聞く） 　上段突き、中段突き、 　一人で行う動作
４　授業ルールを理解する 　中段蹴り 　グループ練習

）武演（表発プールグ習練復反法礼５
　　結手立・合掌礼・着座・安座
６　基本動作
　（１）姿勢、開足中段構
　（２）突き、蹴り
　（３）掛け声

Ⅱ習学Ⅰ習学

オリエンテーション ・集合・整列・挨拶・ねらいの確認
１　少林寺拳法の文化・特性を知る
２　ねらい、目標を知る 基本動作① 基本動作②

系一第拳地天・方り蹴と方き突・ドーカ習学３
　（学習の仕方を聞く） 　上段突き、中段突き、 　一人で行う動作
４　授業ルールを理解する 　中段蹴り 　グループ練習

）武演（表発プールグ習練復反法礼５
　　結手立・合掌礼・着座・安座
６　基本動作
　（１）姿勢、開足中段構
　（２）突き、蹴り
　（３）掛け声

Ⅱ習学Ⅰ習学

オリエンテーション ・集合・整列・挨拶・ねらいの確認
１　少林寺拳法の文化・特性を知る
２　ねらい、目標を知る 基本動作① ・対人的技能

系一第拳地天方り蹴と方き突・ドーカ習学３
　（学習の仕方を聞く） 　上段突き、中段突き、 　二人で行う動作
４　授業ルールを理解する 　中段蹴り

習練復反法礼５
　　結手立・合掌礼・着座・安座 基本動作②

系一第拳地天・作動本基６
　（１）姿勢、開足中段構 　一人で行う動作

習練プールグり蹴、き突）２（
）武演（表発プールグ声け掛）３（

2 3 4 5

２年

ねらい①
基本動作を身に付け、礼法を大切にし
て安全に学習を進める。

少林寺拳法の文化に関心を持ち、単
元のねらいを理解する。授業の心構え
や進め方を理解する。

ねらい①
基本動作を身に付け、礼法を大切にし
て安全に学習を進める。

1

少林寺拳法の文化に関心を持ち、単
元のねらいを理解する。授業の心構え
や進め方を理解する。

３年

学

習

過

程
少林寺拳法の文化に関心を持ち、単
元のねらいを理解する。授業の心構え
や進め方を理解し、学習の見通しを持
つ。

ねらい①
基本動作を身に付け、
礼法を大切にして安全
に学習を進める。

ねらい②
基本動作を応用して、対人的
技能を身に付ける。

１年
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保健体育　剣道　単元計画
2 3 4 5 6 7 8

Ⅱ習学Ⅰ習学

オリエンテーション
１　剣道の特性を知る ・集合・整列・挨拶・ねらいの確認
２　ねらい、目標を知る

方めとま・方け付の具道剣・ドーカ習学　３
　（学習の仕方を聞く）

基本動作① 基本動作②
・面の打ち方と受け方 ・小手の打ち方と受け方

　　竹刀・手ぬぐい・防具 　前後面、左右面、跳躍素振り ・胴の打ち方と受け方
習練ので組１人２　習練ので組１人２　法礼　５

　　立礼・正座・座礼
る知を件条の突打効有・作動本基　６

）で声なき大（勢気たし実充　え構、勢姿）１（　
　（２）構え方、納め方、足さばき 　適正な姿勢
　（３）掛け声、素振り 　打突部で打突部位を正しく

Ⅱ習学Ⅰ習学

オリエンテーション
１　剣道の特性を知る
２　ねらい、目標を知る ・集合・整列・挨拶・ねらいの確認

動運備準てけつを胴・垂・ドーカ習学　３
　（学習の仕方を聞く）

・剣道具の付け方・まとめ方

　　竹刀・手ぬぐい・防具 基本動作
方け受と方ち打の面・法礼　５

　　立礼・正座・座礼 ・小手の打ち方と受け方
方け受と方ち打の胴・作動本基　６

開展の防攻作動用応え構、勢姿）１（　
　（２）構え方、納め方、足さばき ・つばぜり合いからの引き面 （ごく簡単な試合）
　（３）掛け声、素振り、間合い ・つばぜり合いからの引き胴 ・自由稽古による攻防
　（４）基本の打ち方と受け方 ・小手－面

・面－胴
Ⅱ習学Ⅰ習学

オリエンテーション
１　剣道の特性を知る
２　ねらい、目標を知る ・集合・整列・挨拶・ねらいの確認

動運備準てけつを胴・垂・ドーカ習学　３
　（学習の仕方を聞く）

・剣道具の付け方・まとめ方

　　竹刀・手ぬぐい・防具 基本動作
方け受と方ち打の面・法礼　５

　　立礼・正座・座礼 ・小手の打ち方と受け方
方け受と方ち打の胴・作動本基　６

　（１）姿勢、構え
)合試な単簡(開展の防攻作動用応きばさ足、方め納、方え構）２（　

　（３）掛け声、素振り、間合い ・出ばな面 ・自由稽古による攻防
　（４）基本の打ち方と受け方 ・小手抜き面 ・既習技による判定試合

・面抜き銅

ねらい②
身に付けた基本動作や
対人的技能を生かした
攻防ができる。

1

ねらい①
基本動作を身に付け、礼法を大切にして
安全に学習を進める。

剣道の特性に関心を持ち、単元のねら
いを理解する。授業の心構えや進め方
を理解する。

２年

学
　
　
　
　
　
習
　
　
　
　
　
過
　
　
　
　
　
程

４　用具の扱い方、使用上の注意を
    理解する

４　用具の扱い方、使用上の注意を
    理解する

単元の学習内容を知り、学習の見通し
を持つ

ねらい①
今までに身に付けた技を
使って練習できる。

単元の学習内容を知り、学習の見通し
を持つ

ねらい①
今までに身に付けた技を
応用して練習できる。

ねらい②
学習してきた技能を生か
し攻防を楽しむ。

４　用具の扱い方、使用上の注意を
    理解する

１年

３年


